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「
第
4
次
A 

I
ブ
ー
ム
」の
幕
開
け
か
ら
3
年
、
生

成
A 

I
の
進
化
は
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
日
常

生
活
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
に
い
た
る
あ
ら
ゆ
る
局
面
を「
浸

食
」し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の「
浸
食
」と
い
う
表

現
も
、
い
ず
れ
は
そ
の
不
穏
当
を
理
由
に
却
下
さ
れ

る
と
き
が
来
る
だ
ろ
う
。
私
は
必
ず
し
も
性
善
説
に

立
つ
人
間
で
は
な
い
が
、
生
成
A 

I
の
未
来
に
対
し

て
、
尽
き
る
こ
と
の
な
い
可
能
性
の
泉
を
予
感
し
て
い

る
。
今
は
、ChatGPT

と
軽
い
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を

楽
し
む
程
度
の
つ
き
あ
い
で
も
、
い
ず
れ
は
心
優
し
き

人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
大
い
に
活
躍
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
何
よ
り
手
続
き
が
簡
単
で
あ

る
。
問
い
を
投
げ
、
答
え
を
得
る
、
そ
し
て
ま
た
投
げ

る
。
丁
寧
さ
を
心
が
け
れ
ば
、
相
手
も
そ
れ
相
応
の
丁

寧
な
答
え
を
返
し
て
く
る
。
そ
の
そ
つ
の
な
さ
が
好
ま

し
く
、
モ
ニ
タ
ー
画
面
の
背
後
に
は
黒
子
が
潜
ん
で
い

る
の
で
は
な
い
か
と
時
に
錯
覚
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
あ
る
日
、
私
は
少
し
意
地
悪
な
質
問
を
投
げ
か

け
て
み
た
。「
世
界
終
末
時
計
」の
話
題
に
か
け
、「
世

界
の
終
り
は
具
体
的
に
い
つ
来
ま
す
か
？
」と
問
う
て

み
た
の
だ
。
す
る
と
、
と
て
も
三
歳
の
幼
児
と
は
思
え

な
い
、
紳
士
的
な
答
え
が
返
っ
て
き
た（
内
容
は
あ
え

て
明
か
さ
な
い
）。
そ
う
は
い
え
、
時
々
は
、
そ
の
年
齢

に
ふ
さ
わ
し
い
、
や
ん
ち
ゃ
な
振
舞
い
に
出
る
。
苦
し

紛
れ
の
嘘
を
つ
く
。
や
ん
ち
ゃ
、
つ
ま
り
は
不
確
実
性

と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
も
ど
か
し
さ
に
慣
れ
て
し
ま

え
ば
、
楽
し
み
は
さ
ら
に
広
が
る
だ
ろ
う
。
書
か
れ
て

は
瞬
時
に
消
え
る
自
分
の
た
め
だ
け
の
エ
ン
サ
イ
ク
ロ

ペ
ディ
ア
。
ひ
と
頃
、
友
人
は
心
配
顔
で
こ
う
尋
ね
た

も
の
だ
っ
た
。
A 

I
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
並
み
の
音
楽
は

書
け
る
の
か
、
A 

I
に
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の『
カ
ラ

マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』に
匹
敵
す
る
小
説
は
書
け
る
の
か
。

そ
の
問
い
の
奥
に
は
、
A 

I
へ
の
対
抗
心
が
ち
ら
つ
い

て
い
た
が
、
今
は
も
う
ラ
イ
バ
ル
視
す
る
こ
と
そ
の
も

の
の
不
毛
さ
に
気
づ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
人
類

が
い
わ
ゆ
る「
特
異
点
」（
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
）に
達
し

た
暁
に
は
、
人
間
か
A 

I
か
の
二
者
択
一
は
意
味
を
な

さ
な
く
な
り
、
創
造
者
の
名
さ
え
不
要
と
さ
れ
る
時
が

く
る
。
そ
ん
な
時
代
に
備
え
、
A
か
B
か
の
二
者
択
一

で
は
な
く
、
A
も
B
も
享
受
で
き
る
感
性
の
し
な
や
か

さ
、
そ
し
て
、
生
ま
れ
い
ず
る
も
の
す
べ
て
を
等
し
く

寿
ぐ
、そ
ん
な
大
ら
か
さ
を
手
に
入
れ
た
い
と
願
う
。

わ
れ
に
返
ろ
う
。
世
田
谷
文
学
館
設
立
30
周
年
。

わ
れ
ら
が
セ
タ
ブ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
、
世
田
谷
に
密
着

し
、
世
田
谷
が
生
ん
だ
文
学
や
文
化
を
掘
り
起
こ
し

つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
象
徴
す
る
知
的
シ
ー
ン

の
紹
介
に
努
め
て
き
た
。
次
の
10
年
に
向
け
て
、
め

ざ
す
方
向
性
は
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。
二
年
目
に

入
っ
た
石
川
淳
の
日
記
、
椎
名
麟
三
の
講
演
録
な
ど

知
ら
れ
ざ
る
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
発
掘
は
、
今
後
も
続
け

ら
れ
る
。
今
年
の
30
周
年
を
記
念
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
る
世
田
谷
文
学
賞
に
は
、
数
々
の
優
れ
た
作
品

が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
と
同
時
に
、世
田

谷
を
超
え
、
世
界
に
広
が
る
日
本
文
学
、
日
本
文
化

の
紹
介
に
も
さ
さ
や
か
な
が
ら
貢
献
し
た
い
。
日
本

文
化
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
る
マ
ン
ガ
の
新
た
な
掘

り
起
こ
し
は
不
変
の
路
線
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
マ
ン

ガ
は
、
手
塚
治
虫
の『
罪
と
罰
』以
来
、「
ア
ダ
プ
テ
ー

シ
ョ
ン
」の
領
域
に
お
い
て
も
っ
と
も
豊
か
な
テ
ー
マ

の
宝
庫
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
私
た
ち
の
セ
タ
ブ
ン

に
も
縁
の
深
い
谷
口
ジ
ロ
ー（「
セ
ン
セ
イ
の
鞄
」）や
伊

藤
潤
二
（「
人
間
失
格
」）に
現
代
古
典
の
漫
画
化
が
あ

る
。
た
だ
し
、
警
戒
す
べ
き
は
、
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
。
す

べ
て
の
原
点
で
あ
る「
展
示
」の
概
念
を
、
時
代
の
感

性
に
即
し
て
い
か
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
け
る
か
。

私
が
い
ま
も
ひ
そ
か
に
抱
き
続
け
て
い
る
夢
は
、「
黒

馬
」の
デ
ビ
ュ
ー
。「
黒
馬
？
」

。̶
き
っ
と
怪
訝
に

思
わ
れ
た
方
も
少
く
な
い
だ
ろ
う
。
セ
タ
ブ
ン
一
階
ホ

ア
イ
エ
の
片
隅
に
黒
マ
ン
ト
姿
で
た
た
ず
み
、
さ
び
し

げ
に
首
を
落
と
し
て
い
る
ス
タ
イ
ン
ウ
エ
イ
を
、
私
は

ひ
そ
か
に
そ
う
呼
ん
で
い
る
。
セ
タ
ブ
ン
を
文
学
と
音

楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
殿
堂
に
で
き
た
ら
、
と
願

い
つ
つ
4
年
が
経
過
し
た
が
、
そ
の
夢
は
ま
だ
実
現
し

て
い
な
い
。

話
を
再
び
A 

I
に
戻
そ
う
。
A 
I
が
い
か
に
進
化

し
よ
う
と
、
私
た
ち
が
こ
の
世
に
生
を
受
け
、
こ
の
大

地
を
踏
み
し
め
な
が
ら
生
き
る
身
体
存
在
で
あ
る
か

ぎ
り
、
自
己
の
同
一
性
を
求
め
る
心
が
枯
れ
る
こ
と

は
な
い
。
他
方
、
私
た
ち
の
人
間
の
本
能
に
は
、「
自

己
保
存
」と
い
う
優
れ
た
機
能
が
備
わ
っ
て
い
る
。
そ

の
機
能
こ
そ
が
、
今
、
私
た
ち
が
ひ
そ
か
に
恃
み
と
す

る
時
代
か
ら
時
代
へ
と
記
憶
を
引
き
継
ぐ「
懐
古
」の

力
と
な
る
。
例
え
ば
、
こ
こ
に
昭
和
和
歌
を
代
表
す

る
傑
作
の
一
つ
が
あ
る
。

「
売
り
に
ゆ
く
柱
時
計
が
ふ
い
に
鳴
る
横
抱
き
に
し

て
枯
野
ゆ
く
と
き
」

半
世
紀
前
に
、
私
自
身
、
一
時
、
胸
を
焦
が
し
た
こ

と
の
あ
る
詩
人
、
寺
山
修
司
が
、
今
、
セ
タ
ブ
ン
の
一

角
で
静
か
な
ブ
ー
ム
を
呼
び
お
こ
し
て
い
る
。
森
薫

と
入
江
亜
季
の
、
鮮
烈
な
エ
ポ
ス
の
世
界
の
傍
ら
に

静
か
に
た
た
ず
む
昭
和
の
鬼
才
。
21
世
紀
の
困
難
な

時
代
を
生
き
る
若
い
生
命
が
、
ま
さ
に
生
き
て
在
る

こ
と
の
証
を
求
め
て
こ
こ
を
訪
れ
て
く
る
。
そ
の
光

景
を
見
る
た
び
に
、「
懐
古
」の
力
を
感
じ
取
り
、
勇

気
づ
け
ら
れ
る
。
い
や
、
こ
れ
は
も
は
や
、「
記
憶
」

の
引
き
継
ぎ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、
芸
術
そ
の
も
の
の

持
つ
不
滅
の
原
始
性
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
は
な

い
か
。

そ
し
て
、
今
、
今
後
10
年
の
文
学
館
の
未
来
を
占

う
べ
く
改
め
て
生
成
A 

I
に
問
い
か
け
よ
う
と
し
て

い
る
。「
世
田
谷
文
学
館
は
、
生
成
A 

I
と
の
コ
ラ
ボ

を
通
し
て
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
創
造
的
な
展
開
を

実
現
で
き
る
で
し
ょ
う
か
」。
自
発
性
を
大
切
に
、
で

き
る
だ
け
具
体
的
に
問
い
を
重
ね
て
み
よ
う
。
今
は
、

確
か
め
る
す
べ
も
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
、
一
人
ひ
と

り
の
問
い
に
対
し
、
驚
く
ほ
ど
紳
士
的
で
、
そ
つ

0

0

の
な

い
、
答
え
を
返
し
て
く
る
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
も
創

造
性
に
あ
ふ
れ
る
答
え
を
！
恐
る
べ
し
、生
成
A 

I
。

幸
い
あ
れ
、
未
来
の
パ
ー
ト
ナ
ー
た
ち
。
わ
れ
ら
が

セ
タ
ブ
ン
が
永
く
生
き
延
び
る
道
を
教
え
よ
！

AIとの共創をめざして　　
世田谷文学館、これからの10年

世田谷文学館 館長

亀山 郁夫
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2
0
2
5
年
4
月
12
日（
土
）〜
8
月
17
日（
日
） 

2
階
展
示
室

熱
狂
的
な
人
気
を
誇
る『
攻
殻
機
動
隊
』の
作
者
・

士
郎
正
宗
は
、
1
9
8
5
年
に
S 

F
漫
画『
ア
ッ
プ

ル
シ
ー
ド
』で
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
、
1
9
8
9
年
に

『
攻
殻
機
動
隊
』の
連
載
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
当
時

は
ま
だ
世
に
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
先
端
技
術
を
独

自
の
感
覚
で
取
り
入
れ
た
、
情
報
化
社
会
の
現
代
を

予
見
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

世
界
観
は
、
多
く
の
人
た
ち

を
魅
了
し
て
き
ま
し
た
。

細
部
ま
で
描
き
こ
ま
れ
た

絵
、
膨
大
な
情
報
で
組
ま
れ

た
プ
ロ
ッ
ト
、〈
欄
外
〉に
ま

で
及
ぶ
作
家
の
言
葉
が
、
作

品
に
熱
量
を
持
た
せ
る
と
と

も
に
、
読
む
人
の
想
像
力
を

か
き
た
て
ま
す
。
哲
学
的
な

探
求
が
織
り
込
ま
れ
る
士
郎
正
宗
の
世
界
観
に
、
多

く
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
影
響
を
受
け
、
様
々
な
ジ
ャ
ン

ル
で
作
品
を
生
み
出
し
続
け
て
い
ま
す
。

超
巨
人
級
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
〈
ネ
メ
シ
ス
〉が
政
治
を

担
う
金
星
文
明
世
界
を
描
い
た
、
初
期
作
品
集『
ブ

ラ
ッ
ク
マ
ジ
ッ
ク
』。
第
五
次
大
戦
後
、
廃
墟
と
な
っ
た

街
で
生
き
て
い
た
S

W
A
T
の
デ
ュ
ナ
ン
と
全
身
サ
イ

ボ
ー
グ
の
ブ
リ
ア
レ
オ
ス
の
姿
を
描
く
S 

F
ア
ク
シ
ョ

ン『
ア
ッ
プ
ル
シ
ー
ド
』。「
警
察
戦
車
隊
」所
属
の
レ
オ

ナ
と
愛
機
の
小
型
戦
車
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
、
悪
党
・
武

悪
一
味
と
の
戦
い
を
コ
ミ
カ
ル
に
描
く『
ド
ミ
ニ
オ
ン
』。

首
相
直
轄
の
攻
性
組
織「
公
安
9
課
」の
戦
い
を
描

く
、『
攻
殻
機
動
隊
』。
超
古
代
の
魔
術
師
た
ち
と
召

喚
さ
れ
た
神
々
が「
仙
術
九
頭
龍
」を
め
ぐ
っ
て
争
う

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
作
品『
仙
術
超
攻
殻
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
』。

本
展
覧
会
で
は
、
多
様
な
広
が
り
を
み
せ
る
作
品

群
と
現
在
の
活
動
ま
で
を
、〈
ア
ナ
ロ
グ
原
稿
〉〈
デ
ジ

タ
ル
出
力
原
稿
〉で
辿
る
と
と
も
に
、
作
家
の
蔵
書

や
コ
メ
ン
ト
も
ふ
ん
だ
ん
に
紹
介
し
、「
士
郎
正
宗
」の

パ
ー
ソ
ナ
ル
な
部
分
に
も
迫
り
ま
す
。

開
館
30
周
年
を
迎
え
る
世
田
谷
文
学
館
が
、
こ
れ

ま
で
取
り
組
ん
で
き
た〈
漫
画
〉〈
S 

F
〉展
示
の
集

大
成
と
な
る
、「
士
郎
正
宗
」初
の
大
規
模
展
覧
会
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

＊
観
覧
料
等
の
情
報
は
8
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い

士郎正宗（しろう・まさむね）
兵庫県生まれ。漫画家・イラストレーター。
1980年にマンガやイラストの分野で活動開始。
1985年に『アップルシード』で商業デビュー。
1989年に代表作『攻殻機動隊』の連載を開始。

アニメ作品『ブラックマジックM-66』には共同
監督として参加している。
　そのほか、ゲームや画集などさまざまな制作
分野で活躍。

東芝映像ソフト『ドミニオンACT.1 犯罪軍団』ビデオパッケージ  
Ⓒ 士郎正宗 /青心社・ユーメックス

「アップルシード」第1巻予告ポスター  
Ⓒ 士郎正宗 /青心社

『攻殻機動隊 THE GHOST IN THE SHELL』カバー  
Ⓒ 士郎正宗 /講談社
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〈
日
本
S 

F
の
父
〉
と
も
呼
ば
れ
る
海う

ん

野の

十じ
ゅ
う

三ざ

（
1
8
9
7
〜
1
9
4
9
）は
戦
前
か
ら
戦
後
に
か

け
て
数
々
の
空
想
科
学
小
説
を
書
き
、
絶
大
な
人
気

を
博
し
ま
し
た
。
手
塚
治
虫
や
小
松
左
京
ら
、
後
に

▼ 

池
澤
一
郎
様
　
石
井
耕
様
　
今
井
恭
子
様
　
中
江
俊
夫
様
　

方
良
里
様
　
藤
田
博
様
　
宝
迫
典
子
様
　
柳
公
英
様

▼ 

尼
崎
芸
術
文
化
協
会
　
池
波
正
太
郎
記
念
文
庫
　
射
水
市

大
島
絵
本
館
　
愛
媛
人
物
博
物
館
　
大
岡
信
研
究
会
　
大
島

博
光
記
念
館
　
風
花
随
筆
文
学
賞
実
行
委
員
会
　
神
奈
川
近

代
文
学
館
　
紙
の
博
物
館
　
川
崎
市
大
山
街
道
ふ
る
さ
と
館
　

北
九
州
市
立
文
学
館
　
国
立
国
会
図
書
館
国
際
子
ど
も
図
書

館
　
越
谷
市
立
図
書
館
野
口
冨
士
男
文
庫
　
高
志
の
国
文
学

館
　
小
諸
市
教
育
委
員
会
　
さ
い
た
ま
文
学
館
　
埼
玉
県
平

和
資
料
館
　
斎
藤
茂
吉
記
念
館
　
坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
　
佐
々
木
信
綱
研
究
会
　
四
季
派
学
会
　
司
馬
遼
太
郎
記

念
館
　
集
文
社
　
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
　
成
城
大
学
民
俗
学
研
究

所
　
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
　
芹
沢
文
学
研
究
会
　
た
ま

し
ん
地
域
文
化
財
団
　
田
山
花
袋
記
念
文
学
館
　
茅
野
市
美

術
館
　
鶴
岡
市
立
藤
沢
周
平
記
念
館
　
東
京
都
教
育
委
員
会

富
山
県
歌
人
連
盟
　
中
原
中
也
記
念
館
　
日
本
歌
人
ク
ラ

ブ
　
沼
津
市
芹
沢
光
治
良
記
念
館
　
野
田
宇
太
郎
文
学
資
料

館
　
野
村
胡
堂・あ
ら
え
び
す
記
念
館
　
俳
人
協
会
　
福
崎
町

立
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
　
ふ
く
や
ま
文
学
館
　
文
化
書

房
博
文
社
　
文
京
ふ
る
さ
と
歴
史
館
　
松
戸
市
教
育
委
員
会
　

松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
　
三
鷹
市
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
三

鷹
市
山
本
有
三
記
念
館
　
宮
沢
賢
治
学
会
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
セ

ン
タ
ー
　
武
者
小
路
実
篤
記
念
館
　
山
梨
県
立
文
学
館
　
や

ま
な
し
文
学
賞
実
行
委
員
会
　
山
の
木
文
庫
　
横
尾
忠
則
現

代
美
術
館
　
横
浜
市
技
能
文
化
会
館
　
与
謝
野
晶
子
倶
楽
部
　

吉
田
紘
二
郎
顕
彰
会
　
立
教
大
学
江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー

▼ 「
海
」「
海
紅
」「
カ
プ
リ
チ
オ
」「
経
堂
雑
記
」「
今
日
の
花
」

「
原
型
富
山
」「
心
の
花
」「
始
更
」「
春
耕
」「
抒
情
文
芸
」「
川

柳
研
究
」「
双
鷲
」「
鬣
」「
短
歌
人
」「
探
偵
随
想
」「
地
中
海
」

「
飛
火
」「
風
」「
プ
チ
★
モ
ン
ド
」「
文
芸
思
潮
」「
文
章
歩
道
」

「
焔
」「
本
の
パ
ー
キ
ン
グ
」「
窓
」「
ラ
ン
ブ
ル
」「
暦
日
」

 

（
五
十
音
順
・団
体
名
敬
称
略
）

S 

F
第
一
世
代
と
な
る
作
家
た
ち
は
、
子
ど
も
時
代

は
み
な
海
野
の
愛
読
者
で
し
た
。

真
空
管
の
開
発
に
携
わ
る
科
学
技
術
者
だ
っ
た
海

野
は
1
9
2
8
年
、「
電
気
風
呂
の
怪
死
事
件
」で
デ

ビ
ュ
ー
。
異
色
の
探
偵
作
家
と
し
て
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
以
後
、
少
年
向
け
の

科
学
冒
険
小
説
ジ
ャ
ン
ル
を
開
拓
し
つ
つ
、
ロ

ボ
ッ
ト
や
ロ
ケ
ッ
ト
、
人
工
臓
器
、
地
球
外
生

命
、
宇
宙
戦
争
、
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
な
ど
多
様

な
テ
ー
マ
を
豊
か
な
想
像
力
と
科
学
者
と
し

て
の
知
見
に
基
づ
く
リ
ア
ル
な
筆
致
で
描
き

出
し
て
い
き
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
海
野
十
三
の
軌
跡
を
追
い
つ

つ
、
同
じ
く
世
田
谷
に
住
ん
だ
横
溝
正
史
や

小
栗
虫
太
郎
と
の
友
情
、
さ
ら
に
海
野
の
影

響
を
色
濃
く
受
け
た
手
塚
治
虫
、
星
新
一
、

小
松
左
京
、
筒
井
康
隆
、
豊
田
有
恒
ら
S 

F

第
一
世
代
の
仕
事
も
ご
紹
介
し
、
い
ま
現
在

も
小
説
、
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
、
映
像
、
ゲ
ー
ム

へ
と
無
限
に
表
現
を
広
げ
て
い
く
日
本
S 

F

の
想
像
力
の
源
流
に
迫
り
ま
す
。

＊
観
覧
料
等
の
情
報
は
8
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い

1
9
2
5
年
、
玉
川
電
気
鉄
道
（
通
称
：
玉
電﹇
た

ま
で
ん
﹈）の
支
線
と
し
て
開
業
し
た「
下
高
井
戸

線
」。
1
9
6
9
年
の
玉
川
線
・
砧
線
の
廃
線
に
伴
っ

て「
世
田
谷
線
」と
改
称
さ
れ
ま
し
た
が
、「
玉
電﹇
た

ま
で
ん
﹈」の
愛
称
は
い
ま
も
引
き
継
が
れ
、
下
高
井

戸
〜
三
軒
茶
屋
間
を
時
速
40 

km
・
18
分
で
結
ぶ
2
両

編
成
の
路
面
電
車
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

世
田
谷
線
沿
線
に
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
作
家
た
ち

が
暮
ら
し
、ま
た
、
多
く
の
作
品
の
舞
台
と
も
な
り
ま

し
た
。
林
芙
美
子
は
下
高
井
戸
線（
世
田
谷
線
）開
業

と
同
じ
1
9
2
5
年
に
、
三
軒
茶
屋
駅
か
ら
ほ
ど
近

い
長
屋
に
越
し
、「
放
浪
記
」に
そ
こ
で
の
日
々
を
綴
っ

て
い
ま
す
。
竹
久
夢
二
は
1
9
2
4
年
に
松
原
に
自

宅
兼
ア
ト
リ
エ
を
建
て
、
翌
年
初
め
て
家
の
前
を
電

車
が
通
っ
た
日
の
情
景
を「
出
帆
」に
描
き
ま
し
た
。

近
年
で
は
北
杜
夫
、
遠
藤
周
作
、
佐
藤
愛
子
と
い
っ

た
作
家
た
ち
が
、
世
田
谷
線
沿
線
に
暮
ら
し
な
が
ら
、

自
身
の
代
表
作
と
い
え
る
作
品
に
沿
線
風
景
を
登
場

さ
せ
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
世
田
谷
線
開
業
以
降
2
0
2
5
年
ま

で
の
1
0
0
年
の
あ
い
だ
、こ
の
沿
線
で
紡
が
れ
た
た

く
さ
ん
の
物
語
を
、
作
家
た
ち
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
交
え

な
が
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

＊
観
覧
料
等
の
情
報
は
8
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い

資
料
受
贈
報
告

2
0
2
4
年
7
月
31
日
〜
2
0
2
5
年
1
月
30
日

海野十三 行灯ラジオを発明したころ

世田谷線下高井戸駅、1970年 画像提供：東急株式会社

﹇
世
田
谷
文
学
館
開
館
30
周
年 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
﹈

海
野
十
三
と
日
本
Ｓ
Ｆ

　
　
　
　
　
2
0
2
5
年
4
月
26
日（
土
）〜
9
月
28
日（
日
） 

1
階
展
示
室

﹇
世
田
谷
文
学
館
開
館
30
周
年 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
﹈

世
田
谷
線
・
1
0
0
年
間
の
も
の
が
た
り（
仮
称
）

　
　
　
　
　
2
0
2
5
年
10
月
18
日（
土
）〜
2
0
2
6
年
3
月
31
日（
火
）﹇
予
定
﹈ 

1
階
展
示
室

世
田
谷
文
学
館 

開
館
30
周
年
記
念

企
画
展「
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
展
」（
仮
称
）

　
　
　
　
　
2
0
2
5
年
11
月
15
日（
土
）〜
２
０
２
６
年
3
月
8
日（
日
） 

2
階
展
示
室

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
（Donald Keene

）は
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
出
身
の
日
本
学
者
・
日
本
文
学
者
で
す
。

1 

9 

2 

2
年
に
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
誕
生
、
16
歳
で
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
文
学
部
に
入
学
。
在
学
中
に
、
ア
ー

サ
ー
・
ウ
エ
ー
リ
訳「
源
氏
物
語
」（
2
巻
版
）や
日
本

思
想
史
を
教
え
て
い
た
角
田
柳
作
と
の
運
命
的
な
出

会
い
が
あ
り
、
日
本
文
学
へ
高
い
関
心
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
海
軍
日
本
語
学
校
で
学
び
、
太
平
洋
戦

争
時
に
は
語
学
将
校
と
し
て
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
目

撃
し
ま
す
。
終
戦
後
、
除
隊
し
た
キ
ー
ン
は
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
、ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
大
学
院
で「
国
性
爺
合

戦
」な
ど
の
日
本
の
古
典
作
品
を
研
究
、
1 

9 

5 

3

年
に
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
の
講
義
を
も
と
に
し
た

“Japanese Literature

”（『
日
本
の
文
学
』）を
刊

行
し
ま
す
。

1 

9 

5 

3
年
8
月
か
ら
1 

9 

5 

5
年
5
月
ま
で
、

京
都
大
学
大
学
院
へ
留
学
し
、
こ
の

間
、
歌
舞
伎
や
能
、
狂
言
と
い
っ
た
伝

統
芸
能
を
鑑
賞
。
日
本
文
化
を
身
体

で
学
ぶ
た
め
に
狂
言
・
文
楽
の
稽
古
を

つ
み
、
名
だ
た
る
文
学
者
た
ち
の
前
で

「
千
鳥
」の
太
郎
冠
者
を
演
じ
、
披
露
し

て
い
ま
す
。

こ
の
京
都
留
学
時
代
に
は
、
多
く
の

文
化
人
と
交
遊
を
結
ん
で
い
ま
す
。
生

涯
の
友
人
と
な
っ
た
永
井
道
雄
と
嶋
中

鵬
二
。
そ
し
て
、
嶋
中
を
通
し
て
、
谷

崎
潤
一
郎
や
川
端
康
成
、
三
島
由
紀
夫

な
ど
の
作
家
た
ち
と
の
知
遇
を
得
ま
す
。

帰
国
後
も
キ
ー
ン
は
頻
繁
に
日
本
を
訪
れ
、
文
学
者

た
ち
と
親
し
く
付
き
合
っ
て
い
ま
す
。

長
ら
く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
日
本
の
往
復
生
活
を
続
け

て
い
た
キ
ー
ン
で
し
た
が
、
2
0
1
1
年
3
月
11
日

の
東
北
大
震
災
を
機
に
日
本
国
籍
取
得
を
決
意
。
翌

年
3
月
に
国
籍
を
取
得
し
ま
し
た
。

キ
ー
ン
の
著
作
は
、
海
外
に
日
本
文
化
・
日
本
文
学

を
紹
介
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。『
日
本
文
学

の
歴
史
』は
英
語
で
書
か
れ
た
数
少
な
い
日
本
文
学

通
史
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
弟
子
が
日
本

文
化
の
研
究
者
と
し
て
活
躍
し
、
そ
の
仕
事
は
現
在

も
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
碧
い
目
の
太
郎

冠
者
」の
広
く
鋭
い
視
点
に
支
え
ら
れ
た
分
析
は
、
日

本
人
に
と
っ
て
も
自
国
の
文
化
を
再
発
見
す
る
機
会

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

世
田
谷
文
学
館
開
館
30
周
年
記
念
に
あ
た
る「
ド

ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
展
」で
は
、
キ
ー
ン
の
生
涯
と
と
も
に

16歳 コロンビア大学入学頃

2018年6月 執筆風景

画像提供：ドナルド・キーン記念財団

彼
の
著
作
を
辿
り
、
あ
ら
た
め
て
日
本
文
化
と
は
何

か
、
日
本
文
学
と
は
何
か
を
考
え
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
な
か
で
生
き
て
い
く
た
め

の
ヒ
ン
ト
を
探
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
本
展
で
は
、
日
常
を
楽
し
む
達
人
で
あ
っ
た

キ
ー
ン
の
人
柄
と
生
活
の
部
分
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

ま
す
。
大
好
き
だ
っ
た
音
楽
や
料
理
。
友
人
た
ち
と

の
交
流
や
収
集
品
。
身
の
周
り
の
品
々
か
ら
は
ユ
ー

モ
ア
の
あ
ふ
れ
る
人
柄
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

彼
の
素
顔
を
知
る
こ
と
で
、
生
活
を
楽
し
む
コ
ツ
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

養
子
で
あ
る
キ
ー
ン
誠
己
氏
と
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン

記
念
財
団
の
協
力
の
も
と
、
未
発
表
資
料
と
と
も
に
、

そ
の
魅
力
を
お
伝
え
し
ま
す
。

＊
観
覧
料
等
の
情
報
は
8
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い

2017年12月22日 自作の料理と

5 4



フ
ラ
ン
ス
文
学
者
、文
芸
評
論
家
、当
館
名
誉
館
長
の
菅
野
昭
正（
1
9
3
0

〜
2
0
2
3
）の
最
後
の
著
作『
小
説
と
映
画
の
世
紀
』を
展
覧
会
で
取
り
上

げ
ま
し
た
。
19
世
紀
の
終
わ
り
に
誕
生
し
20
世
紀
に
発
展
を
と
げ
た
映
画
は
、

1
9
3
0
年
生
ま
れ
の
菅
野
の
世
代
に
と
っ
て
、
と
も
に
育
ち
、
黄
金
期
を
経

験
し
た
身
近
な
存
在
で
す
。
本
書
は
、
菅
野
が
長
い
あ
い
だ
胸
に
抱
き
続
け
て

い
た
、
言
語
と
映
像
を
表
現
媒
体
と
す
る
二
つ
の
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
の
関
係
性
に

つ
い
て
考
察
を
試
み
た
も
の
で
、
菅
野
が
論
考
す
る
時
代
を
映
し
だ
し
た
12
篇

の
作
品
を
、
映
画
ポ
ス
タ
ー
等
の
資
料
と
と
も
に
紹
介
し
ま
し
た
。

文
芸
誌「
す
ば
る
」（
2
0
1
8
年
3
月
〜
19
年
2
月
号
）に
連
載
し
た
本

作
の
自
筆
原
稿
を
は
じ
め
、
読
売
文
学
賞
受
賞
作『
ス
テ
フ
ァ
ヌ・
マ
ラ
ル
メ
』

（
1
9
8
5
年
）の
初
出
誌「
海
」、
2
0
0
7
年
か
ら
当
館
館
長
を
務
め
た
時

期
の「
作
家
の
館
長
対
談
」記
事
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
映
画『
第

三
の
男
』（
1
9
4
9
年
）上
映
や
、
菅
野
を
知
る
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
や
小
説
家

に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
、
近
隣
映
画
館
の
下
高
井
戸
シ
ネ
マ
と
の
コ
ラ
ボ
上

映
企
画
な
ど
を
実
施
し
、
小
説
と
映
画
の
関
係
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

﹇
後
期
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
﹈

「
寺
山
修
司
展
」

2
0
2
4
年
10
月
5
日（
土
）〜
2
0
2
5
年
3
月
30
日（
日
） 

1
階
展
示
室

2
0
2
4（
令
和
6
）年
度

世
田
谷
文
学
館
事
業
報
告

随
筆
家・
小
堀
杏
奴
（
1
9
0
9
〜
98
）は
、
若
き
日
に
日
本
洋
画
壇
の
重

鎮
、
長
原
孝
太
郎
と
藤
島
武
二
の
も
と
で
絵
画
を
学
ん
だ
の
ち
パ
リ
に
渡
り
、

1
9
3
2
年
か
ら
翌
年
末
に
か
け
て
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ラ
ン
ソ
ン
な
ど
で
画
業
に

励
ん
だ
経
歴
を
持
ち
ま
す
。
パ
リ
か
ら
は
与
謝
野
鉄
幹
主
宰
の
歌
誌「
冬
柏
」

に
随
筆
を
寄
稿
し
、
こ
の
時
期
は
後
の
文
筆
活
動
の
礎
に
も
な
り
ま
し
た
。

当
館
で
は
ご
遺
族
か
ら
、
世
田
谷
区
梅
丘
に
あ
っ
た
画
家
の
夫・
小
堀
四
郎
と

の
旧
宅
、
ア
ト
リ
エ
に
保
管
さ
れ
て
き
た
こ
の
時
期
の
油
彩
作
品
と
ス
ケ
ッ
チ

類
の
寄
贈
を
う
け
、
1
9
3
4
年
2
月
の
第
21
回
光
風
会
入
選
作
2
点
を
含

む
滞
欧
作
な
ど
の
修
復
を
続
け
、
本
展
で
一
堂
に
披
露
し
ま
し
た
。

帰
国
後
に
絵
の
師
と
な
っ
た
四
郎
の
芸
術
に
深
く
感
銘
を
受
け
、
支
え
る

側
に
立
つ
と
決
め
た
こ
と
で
自
身
の
画
業
は
道
半
ば
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
四
郎
も
滞
欧
作
に「
傑
作
」「
優
秀
作
」な
ど
裏
書
き
し
て
い
る
通
り
、

修
復
に
よ
っ
て
蘇
っ
た
作
品
の
伸
び
や
か
な
筆
致
と
、
濁
り
な
い
明
る
い
色
彩

感
覚
と
衒て
ら

い
の
な
い
表
現
に
対
し
て
、
来
観
者
か
ら
は
戦
前
期
に
パ
リ
で
制

作
を
行
っ
た
他
の
女
性
作
家
と
と
も
に
、
改
め
て
同
時
代
の
絵
画
群
の
中
に

位
置
づ
け
る
機
会
を
期
待
す
る
声
も
届
き
ま
し
た
。

本
区
ゆ
か
り
作
家・
寺
山
修
司
（
1
9
3
5
〜
83
）に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

企＊

画
展
や
常
設
展
の
コ
ー
ナ
ー
で
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
関
連

す
る
収
蔵
品
を
一
堂
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
は
2
部
構
成
で
、
第

1
部「
世
田
谷
区
下
馬 

演
劇
実
験
室『
天
井
棧
敷
』の
設
立
」で
は
、
演
劇
と

映
画
に
関
す
る
業
績
を
、
女
優・
新
高
恵
子
氏
か
ら
の
寄
贈
資
料
約
1
0
0

点
で
紹
介
し
ま
し
た
。
床
一
面
に
は
拡
大
し
た
関
連
地
図
を
配
し
、
周
囲
に

台
本
の
改
定
原
稿
を
多
数
展
示
す
る
こ
と
で
、
作
品
が
完
成
す
る
ま
で
の
過

程
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
空
間
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
第
2
部
の「
手
紙

魔・
寺
山
修
司
」で
は
、
推
理
作
家・
仁
木
悦
子
の
ご
関
係
者
か
ら
受
贈
し
た
、

寺
山
直
筆
の
手
紙
な
ど
約
40
点
を
展
示
し
ま
し
た
。
寺
山
は
〝
言
葉
の
錬
金

術
師
〞と
も
呼
ば
れ
、
短
い
フ
レ
ー
ズ
で
鮮
烈
に
記
憶
に
残
る
名
言
を
数
多
く

残
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
文
才
は
手
紙
か
ら
も
読
み
取
れ
ま
す
。
ま
た
同
時

開
催
の
ム
ッ
ト
ー
ニ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
ム
ッ
ト
ー
ニ（
武
藤
政
彦
）氏
と
ご

関
係
者
か
ら
、
本
展
に
合
わ
せ
て
作
品
を
セ
レ
ク
ト
し
、
特
別
出
品
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
展
示
会
と
な
り
ま
し
た
。

＊ 

「
没
後
20
年 

寺
山
修
司
の
青
春
時
代
展
」（
2
0
0
3
年
）、「
帰
っ
て
き
た
寺
山
修

司
」（
2
0
1
3
年
）

﹇
シ
ー
ズ
ン
展
示
﹈

「
小
説
と
映
画
の
世
紀
展 

追
悼
・
菅
野
昭
正
名
誉
館
長
」

2
0
2
4
年
9
月
21
日（
土
）〜
10
月
20
日（
日
） 

1
階
文
学
サ
ロ
ン

﹇
前
期
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
﹈

「
巴
里
土
産 

小
堀
杏
奴
油
彩
画
展 

〜
滞
欧
作
を
中
心
に
〜
」

2
0
2
4
年
4
月
20
日（
土
）〜
9
月
1
日（
日
） 

1
階
展
示
室

撮影：鈴木渉

撮影：栗原 論

撮影：栗原 論

伊
藤
潤
二（
1
9
6
3
〜 
）は
岐
阜
県
中
津
川
市
に

生
ま
れ
、
歯
科
技
工
士
と
し
て
勤
務
す
る
傍
ら
、「
月
刊

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」に
初
投
稿
し
た『
富
江
』で
デ
ビ
ュ
ー
。
そ

の
後
、『
首
吊
り
気
球
』『
死
び
と
の
恋
わ
ず
ら
い
』『
う

ず
ま
き
』な
ど
唯
一
無
二
の
作
品
を
発
表
し
、
日
本
の
み

な
ら
ず
世
界
中
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

本
展
は
、
伊
藤
潤
二
初
の
大
規
模
な
個
展
と
し
て
自

筆
原
画
や
イ
ラ
ス
ト
、
絵
画
作
品
約
6
0
0
点
を
展
示
。

「
人
間
の
本
能
的
な
恐
怖
心
や
忌
避
感
を
巧
み
に
作
品
に

映
し
出
し
な
が
ら
も
、
日
常
と
非
日
常
、
ホ
ラ
ー
と
ユ
ー

モ
ア
を
自
在
に
行
き
来
す
る
作
品
世
界
に„
震
え
る
“ひ

と
時
」を
テ
ー
マ
に
、
全
５
章
構
成
と
し
ま
し
た
。

「
序
章 JU

N
JI ITO

」で
は
、
ア
イ
ズ
ナ
ー
賞
受
賞
や

30
を
超
え
る
国
と
地
域
で
の
翻
訳
出
版
な
ど
、
世
界
的
な

活
躍
を
紹
介
。「
第
1
章 

美
醜
」で
は
、『
富
江
』『
死
び

と
の
恋
わ
ず
ら
い
』を
中
心
に
、
美
し
さ
と
醜
さ
を
行
き

来
す
る
ホ
ラ
ー
の
哲
学
と
卓
越
し
た
画
力
を
紹
介
し
ま

し
た
。「
第
2
章 

日
常
に
潜
む
恐
怖
」で
は
、『
う
ず
ま

き
』を
中
心
に
、
子
ど
も
の
頃
に
怖
い
と
思
っ
た
も
の
や
、

日
常
と
隣
り
合
わ
せ
の
恐
怖
を
描
い
た
作
品
を
紹
介
。

「
第
3
章 

怪
画
」で
は
、「
絵
画
」に「
怪
し
い
絵
」と
い
う

意
味
が
込
め
ら
れ
た「
怪
画
」と
い
う
造
語
を
名
付
け
、

漫
画
扉
絵
や
水
彩
画
や
油
絵
な
ど
の
カ
ラ
ー
作
品
を
展

示
。
1
枚
の
絵
に
込
め
ら
れ
た
物
語
を
表
現
す
る
構
成

力
で
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。
最
後
の「
第
4
章 

伊

藤
潤
二
」で
は
、
愛
用
品
や
文
学
賞（「
星
新
一
シ
ョ
ー
ト

シ
ョ
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
賞
」）に
投
稿
し
た
作
品
、
少
年
時

代
の
自
作
の
漫
画
本
、
ペ
ッ
ト
と
の
思
い
出
な
ど
、
伊
藤

氏
の
人
柄
や
創
作
に
か
け
た
思
い
を
紹
介
し
ま
し
た
。

他
に
も
会
場
内
に「
富
江
」の
新
作
フ
ィ
ギ
ュ
ア
や
、
お

み
く
じ
コ
ー
ナ
ー
、
参
加
型
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

な
ど
、
様
々
な
関
連
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
会
期
後
半
に
は

ラ
イ
ブ
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
作
品
や
自
作
ポ
ー
ズ
人
形
な
ど
を

追
加
展
示
し
ま
し
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効
果
も
高
く
、
平
日
も
海
外
か
ら
の
来

場
者
が
多
く
訪
れ
る
な
ど
、
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
か
ら
こ
れ
ま

で
伊
藤
潤
二
作
品
に
触
れ
て
こ
な

か
っ
た
層
ま
で
、
幅
広
い
来
場
者

か
ら
好
評
を
博
し
、
最
終
日
ま
で

賑
わ
い
が
絶
え
な
い
展
覧
会
と
な

り
ま
し
た
。

森
薫
と
入
江
亜
季
。
二
人
の
漫
画
家
は
同
年
代
で
あ

り
、
同
時
期
に
デ
ビ
ュ
ー
。
そ
し
て
、
同
じ
雑
誌
で
連
載

を
重
ね
て
き
た
と
い
う
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
関
係
性
の
も
と
に
合
同
展
は
成
り
立
ち
ま
し
た
。

本
展
で
は
初
期
作
品
か
ら
現
在
連
載
中
の
作
品
ま
で

4
0
0
点
以
上
の
漫
画
原
画
を
展
示
し
ま
し
た
。
二
人

は
ア
ナ
ロ
グ
の
手
描
き
に
こ
だ
わ
り
、
イ
ン
ク
に
よ
っ
て

原
稿
用
紙
の
上
に
緻
密
な
世
界
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
両

者
と
も
に
繊
細
か
つ
力
強
い
線
画
を
描
き
ま
す
が
、
テ
ー

マ
や
色
づ
か
い
、
コ
マ
割
り
や
セ
リ
フ
等
に
そ
れ
ぞ
れ
の

作
風
が
あ
ら
わ
れ
て
い
て
、
一
つ
の
会
場
で
二
倍
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
展
覧
会
と
な
り
ま
し
た
。

原
画
の
ほ
か
に
、
同
人
誌
時
代
の
作
品
や
影
響
を
受
け

た
書
籍
、
創
作
メ
モ
や
画
材
類
な
ど
、
漫
画
が
で
き
る
ま

で
の
過
程
を
ふ
く
め
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
ペ
ッ
ト
や
取

材
の
写
真
か
ら
は
、
漫
画
の
背
景
に
あ
る
作
家
の
活
動
を

よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
鑑
賞
の
補
助
線
と
し
て
、
二
人
に
よ
る
コ
メ
ン

ト
を
随
所
に
ち
り
ば
め
ま
し
た
。
情
熱
に
あ
ふ
れ
た
言

葉
は
、
創
作
を
志
す
人
々
に
と
っ
て
未
来
へ
の
刺
激
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

二
人
の
担
当
編
集
者
で
あ
る
大
場
渉
氏
を
司
会
に
、

三
人
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
、
多
く
の
ご
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、「『
青
騎
士
』
交

流
会
in
セ
タ
ブ
ン
」で

は
雑
誌
編
集
部
へ
の

原
稿
の
持
ち
込
み
や

フ
ァ
ン
同
士
の
会
話
な

ど
、
漫
画
好
き
に
と
っ

て
の
交
流
の
場
と
な
り

ま
し
た
。

﹇
企
画
展
示
﹈

「
伊
藤
潤
二
展 
誘
惑
」

2
0
2
4
年
4
月
27
日（
土
）〜
9
月
1
日（
日
）

　
　
　

2
階
展
示
室

﹇
企
画
展
示
﹈

「
漫
画
家
・
森
薫
と
入
江
亜
季 

展
　
　

―
ペ
ン
先
が
描
く
緻
密
な
る
世
界
―
」

2
0
2
4
年
11
月
2
日（
土
）〜

2
0
2
5
年
2
月
24
日（
月・祝
） 

2
階
展
示
室

会場風景

▲ 展覧会のための描き下ろしイラスト。 
右が森薫「砂漠の姫とカラカル」、左が入江亜季「シバと朝顔観音」。 
赤と青、猫と犬というモチーフで対になっています。

オリジナルグッズ「あざみの
うずまきロリポップ」と伊藤
潤二

会期最終日に館内放送で展
覧会の来場者へ感謝を伝
える伊藤潤二

展示会場風景 画像は全て、撮影：鈴木渉

▼ 大型の手描き絵画。開催前日に描き上げられたものです。

榎本了壱作図「市街劇『人力飛行機ソﾛモン』
（新宿篇・1970）」上演地図
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公益財団法人せたがや文化財団  世田谷文学館
〒157-0062 東京都世田谷区南烏山1-10-10  

企画展

SETAGAYA LITERARY MUSEUM
1-10-10 Minami Karasuyama, Setagaya-ku, Tokyo 157-0062

Tel. 03-5374-9111 
https: //www. setabun. or. jp /

セブンイレブン

粕谷区民センター

南烏山五丁目
さくら公園

り
通
歳
千

サミット
シミズヤ

成城石井

セブン
イレブン

烏山神社

甲州街道

旧甲州街道

緑道

南口 南口

利用案内
開館時間：10時～18時（展覧会入場は17時30分まで）
休館日：毎週月曜日（月曜が祝日の場合は開館し翌平日休館）
年末年始（12月29日～1月3日）
館内整備期間
割引料金：企画展・コレクション展ともに 
団体（20名以上）は2割引。

＊ 団体利用は事前にお問合せください。 
障害者手帳をお持ちの方は一般料金の半額。

コレクション展 同時開催
ムットーニコレクション

開館30周年記念　後期コレクション展
世田谷線・100年間のものがたり（仮称）
2025年10月18日（土）～2026年3月31日（火）
＊ 会期途中に年末年始・整備休館あり

開館30周年記念
企画展「士郎正宗の世界展～『攻殻機動隊』と創造の軌跡～」
2025年4月12日（土）～8月17日（日）

＊ 掲載の催事は変更や延期になる場合があります。 
ご確認の上お出かけください
＊ Schedule may be subject to change or postponement.  

Please confirm before your visit.

Visitor Information 
Opening Hours: 10:00 am to 6:00 pm （last 

admission 5:30 pm）
Closures: Ever y Monday （Closed Tuesday when 

a national holiday falls on Monday） 
New Year holidays （Dec.29－Jan.3）　 
Facility Maintenance Period

Access: 
about 5-minute walk from Roka-koen Station’s South Exit 
（Keio Line）

about 13-minute walk from Chitose-karasuyama 
Station’s South Exit （Keio Line）

about 5-minute walk from Roka Koshunen （take Keio 
Bus from Chitose-Funabashi Station [Odakyu Line] 
towards Chitose-karasuyama Station [Keio Line]）

交通案内：
京王線「芦花公園」駅南口より徒歩約5分
京王線「千歳烏山」駅南口より徒歩約13分
小田急線「千歳船橋」駅より京王バス（千歳烏山駅行）「芦花恒春園」下車徒歩約5分

［観覧料］
一般1,500（1,200）円/65歳以上・大学・ 
高校生 900（720）円 /小・中学生 450
（360）円 /障害者手帳をお持ちの方750
（600）円（但、大学生以下は無料）
＊ （ ）内は団体割引［20人以上］と「せたがや
アーツカード」割引料金

 オンラインチケットを販売いたします  https:// 
eplus.jp/setabun2025shirow-ex/

＊ チケット販売の詳細は、変更する場合があ
りますので事前に、世田谷文学館ホーム
ページ（https://www.setabun.or.jp/）を
ご覧ください

＊ 電話でのご予約は受け付けておりません

［観覧料・予定］
一般220（180）円 /大学・高校生170（130）円 /65
歳以上・小・中学生110（90）円 /障害者手帳をお
持ちの方110（90）円（但、大学生以下は無料）/生
活保護受給者は無料
＊ （ ）内は団体割引[20人以上 ]と「せたがやアーツカー
ド」割引料金

＊ 世田谷区の区民利用施設では、施設使用料等が
2025年10月1日より改定されます。上記の金額は改
定後の観覧料となります

世田谷文学館 1階展示室

開館30周年記念　 前期コレクション展
海野十三と日本 SF
2025年4月26日（土）～9月28日（日）

［観覧料］
一般200（160）円 /大学・高校生150（120）円 /65
歳以上・小・中学生100（80）円 /障害者手帳をお
持ちの方100（80）円（但、大学生以下は無料）
＊ （ ）内は団体割引[20人以上 ]と「せたがやアーツカー
ド」割引料金

＊ 世田谷区内在住・在学の小中学生は､ 土､日､ 祝､ 休
日コレクション展は無料になります

First Half Collection Exhibition
Juza Unno and Japanese Science Fiction
Saturday, April 26, 2025 to Sunday, September 28, 2025
Concurrent Exhibition: Muttoni Collection
Admission Fees
General admission: /200 (160) ; College or High School Student: /150 
(120) ; Over 65 /Junior High and Elementary School Student: /100 (80) ; 
Disability certificate holders: /100 (80) yen (Disability certificate holders 
of college age and below are admitted free of charge)
＊ Amounts in parentheses group discounts [20 or more] and reduced rates 

for holders of the Setagaya Arts Card
＊ Elementary and junior high school students living or attending school in 

Setagaya city, are admitted free on weekends, national holidays.

Second Half Collection Exhibition
Setagaya Line: 100 Years of Stories (tentative name)
Saturday, October 18, 2025 to Tuesday, March 31, 2026
Concurrent Exhibition: Muttoni Collection
Admission Fees
General admission: /220 (180) ; College or High School Student: /170 (130) ; 
Over 65 /Junior High and Elementary School Student: /110 (90) ; Disability 
certificate holders: /110 (90) yen (Disability / Free for welfare recipients 
certificate holders of college age and below are admitted free of charge)
＊ Amounts in parentheses group discounts [20 or more] and reduced rates 

for holders of the Setagaya Arts Card
＊ Facility fees for Setagaya city residents will be revised on October 1, 

2025. The above amounts are the revised fees.
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世田谷文学館 2階展示室

開館30周年記念
企画展「ドナルド・キーン展」（仮称）
2025年11月15日（土）～2026年3月8日（日）

竹久夢二『出帆』 
（1940年 アオイ書房）

［観覧料］
一般1,000（800）円 /65歳以上・大学・高校生600
（480）円 /小・中学生300（240）円 /障害者手帳を
お持ちの方500（400）円（但大学生以下は無料）
＊ （ ）内は団体割引［20人以上］と「せたがやアーツカー
ド」割引料金

世田谷文学館 2階展示室

30th Anniversary　 Special Exhibition
The Exhibition of The World of Shirow Masamune -  
“The Ghost in the Shell” and The Path of Creation
Saturday, April 12 ,2025 to Sunday, August 17,2025
Admission Fees
General admission: /1,500 (1,200) ; Over 65 /College or High School Student: 
/900 (720) ; Junior High and Elementary School Student: /450 (360) ; 
Disability certificate holders: /750 (600) yen (Disability certificate holders  
of college age and below are admitted free of charge)
＊ Amounts in parentheses group discounts [20 or more] and reduced rates for 

holders of the Setagaya Arts Card
Exhibition Tickets
Online tickets and same-day tickets are available.
＊ For details regarding online tickets, please see the SETAGAYA LITERARY 

MUSEUM website (https://www.setabun.or.jp/).
＊ We cannot accept phone inquiries. 

30th Anniversary　 Special Exhibition
Donald Keene Exhibition (tentative name)
Saturday, November 15 ,2025 to Sunday, March 8, 2026
Admission Fees
General admission: /1,000 (800) ; Over 65 /College or High School Student: / 
600 (480) ; Junior High and Elementary School Student: /300 (240) ; Disability 
certificate holders: /500 (400) yen (Disability certificate holders of college age 
and below are admitted free of charge)
＊ Amounts in parentheses group discounts [20 or more] and reduced rates for 

holders of the Setagaya Arts Card
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世田谷文学館 1階展示室

海野十三『地球人最後の冒険』
（1948年 高志書房）

画像提供：一般財団法人ドナルド・キーン記念財団

2025年4月～ 2026年3月
Setagaya Literary Museum 

April 2025 – March 2026

日時指定制


